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主要なテーマを列挙すると， (1)経営戦略論， (2)組織間関係論， (3)コンティンジ
ェンシー・セオリ の理論的整備と拡張， (4)組織に関する実証研究， (5)日本的




かし，残りの 6つは，コンティンジェン γ ー・セオリーの評価と直接に，ある
いは，かなり強くかかわって展開されているといえる。



























1) 安積仰也「相暗構造の知覚一一イギリスー 日本 スウェー デンの比較J I組織科学Jl1979年冬
季号。
2) 降旗由彦赤岡泊編著『企業組摘2二環境遇合.n1978年，と〈に第10章ロ
3) 市岡功「コンティンジヱンシー セオリー と組織間関係論の環境涯解J1，経済論議』第122巻第
3， ，号1978年 9.10月。












































































にした。 Aの尺度では商品のグレイドをとり Bでは， 自らそれを企画してい







20 (150) 第 129巻第3号
第1表フアツシ五ン性
A 経営面からみた主力取扱品目
①昔及品，普段着が経営上で主力である 一 ......... 1点
②①と③の中間である 1 ・ 日 ・4 ・ 2点
③ フアッ、ンョン性の高い高級品が経営の主力である ・ 3点
B 商品の企画立案の方法
1 商品企画は必要とLない ー ・ー … l点
2 商品企画は必要だがやヮ亡いない・ ! ・ー ・ ρ 
3 他社類似製品の修正加工による場合が多い ー 2点
4 従来四自社扱い品目修正加工による場合が多い ー ル
5 自社の牧占リ的な企画や，オリシナノレ商品の開発がかなりある 3点
AとBの得点を加えてフアツジョン性を得点化
合計点が 2点， 3点 ファッジョソ性低い







ノレは，自主 2 表ヲ第 3 表に示している。第 z 友にみるように ~U に糊維卸商と
第2表業種別フアヅション戦略と業績
日両フアツ山 | 低 y ー
業績|低業績高業績|低業績
タ オ ノレ 4 2 
三転 材 3 l 4 




そ の 他 l 




1 ファッション | 低ファッション
品業績 i低業績品業績|低業績
1 I"'..J 19人 1 2 
20 ~ 49 2 6 2 4 
GO f'J 99 2 1 2 
100 ~ 199 1 
200人以上 2 
























全国的な企業 5 3 2 
地主域力販売 近畿のみの企業 1 5 2 日











zI ~ I : I : I 
:I : I : I 





















ファッション戦略，組織間関民組織行動および企業業績 (153) 23 
をもち，多〈の地区に，また，とりわけ関東地区に居舗をもつことが有利であ
るといえるであろう。

























24 (Hi4) 第 129巻第3号
第6表企業集合l-hylトー
高業績|低業績 高業績|低業績
広い (3， 4) 5 



































(31 I 5年以ト 2 
5....10年以下 1 2 
商験守品数企画担当者の経 1 1O~2口年 ρ 2 4 
20年をこえる 2 1 1 







同部員の比率1:C く30"，40%)L 、 (30%未満〕
N. A. 





































高フアヅショ Y・高業績企業では，経験年数が20年をこえるものはなく， 5 
年以下が2社， これに， 5年をこえ1日午以下の 1社を加えると7社中3社では
10年以下の経験年数となっている。これに対して，高ファッションに特化して
いるが低業績の企業では，尚品企画担当者の経験年数由~lO年以「である企業は
























































































9 海外提揚先からの情報，あるいは社員の海外派遣による海外ノアヅ Y ョン情報
10.消費者からり情報
上の 1....100.:::情報を次のように区分した。
I 生の情報ヌ， .'3， 7， 9， 10 
E 社外の間接情報 5，6， 8 







































































































(6) I 、 "I してし、る l
|販売庖の組織化 I~.- I 
| | っていな | 
山一売iして」る
先D選別 |していない
































なレのはB社中 3社もある。 3回以上開催した企業は 1社にしかすぎない。
ただし，低ファッションに特化している企業の場合にも，展示会の開催はか
なり重要なようである。しかし，高ファッション戦略をと J た場合には， とり
わけ展示会の開催の必要性が強くなるものと考えられる。
第5に，調査対象企業白らに上る企画品の販売においては売れ残り品を回収
















織化はどうかをみると，販売先の組織化をしている企業は 2社とまだ少な， '0 
















賃金・労働条件 1 1 1 
安 定 性 4 1 3 
人 間 関 係 2 1 2 
他から司尊敬・承認 2 2 2 
仕事の内容 3 6 1 5 
N. A 4 4 5 
第10-(2)表人材D吸収・定着りポイ γ ト(デザイナ 〕
晶ブアッシ 0:-' 低77'yショソ
品業績 i低業績 両業績|低業績
賃金・労働条件 1 1 1 1 
安 定 性 2 1 
人 問自 関 係
他からむ尊敬・承認 2 1 1 
仕事の内容 1 1 3 











仕 事 自 体 仕事り範囲が広い
自分自意見がトップ白意思決定に反映きれる


































第11表ー (1) 援用2年後四定着性〔販売員J一… i 低ソアヅシヨン
高業績|低業績 高業績|低業績
100対 3 2 1 
90，%以上"""-'100%未満 l 3 l 3 
80%ρ905￥u 2 
70対 f/ 80が庁 1 ワ
70%未満 1 2 




100% 2 3 
90%以上~ 1日0%未満 1 
肌河/ノ 90% 1; 2 
70% 1/ 80がか
70%未満 1 1 
N. A 3 5 3 4 
ファッション性との関連をみると，販売員については，高プアッションに特
化している企業では，高業績，低業績をあわせ亡みると， 定着率100%の企業




ファッション戦略，組織間関係，組織行動および企業業績 (167) 37 
これを，ファッ y ョン性にかかわらず，業績の高低で分けてみると，販売員
恥











I司7 i' '/ション 低フアヅション
高業績|低業績 高業績|低業績
トップ層がすべておこなう l 1 
画目標の決や計定 管め理る者層とトップ層 E相談し亡決 6 6 3 4 


















































あった。これらは， コンティ γジェ γ トな関係ではなく，ユニパーサノレな関係
を示しているもので，興味深いといえよう。
これと関連して，人材の吸収・定着のポイントについては，ファッション性
にかかわらず，高業績企業では，企業の安定性が重視されているのに対し，低
業績企業では. i仕事の内容」が重要であるとされていたが，これについても，
ここでとりあげなかったような企業を取りま〈状況を考慮する必要性が示され
ているものというべきであろう。
しかし，このように，種々の問題点はあるけれども， フアヅション戦略，組
織間関係，組織行動と業績について，暫定的とはいえ， 応の関係が明らかに
なり，今後の調査における改善すべき点が明らかになったことは，コンティン
ジェンンー・セオリー，および組織間関係論の発展にとって無意味な乙と Cは
ないであろう。
